
S AS S A ブロ ッ ク
S AS S A ブロ ッ ク の特徴

明度証明書

1  ブロッ ク 壁面を０ .５ ㎡にする こ と で施工性向上

2 自立安定型であるため安全性向上

3 ブロッ ク 壁面を 粗面にする こ と で景観配慮

4 専用吊り 治具で３ 分、 ４ 分、 ５ 分勾配で施工

5 専用基礎ブロッ ク の使用により 省力化が図れま す

6 道路・ 河川・ 造成等いろいろな現場で適応可能

現場のニーズに応えた製品であり 工期短縮およ び安全に作業でき ま す

景観配慮　 (製品明度について）

●平成２ ６ 年３ 月に改定さ れた「 美し い山河を 守る 災害復旧基本方針」 では、護岸が露出する 場合の注意点と して、「 法面

の明度は６ 以下を 目安と する 」「 彩度を 抑制し 、周囲の景観と 調和さ せる 」「 テク ス テャ ーを 持たせる 」「 表面の景観パ

タ ーンに留意する」 と いう ポイ ント が明記さ れまし た。

●護岸ブロ ッ ク の明度測定方法について、独立行政法人土木研究所自然共生センタ ーと 公益社団法人全国コ ンク リ ート

ブロ ッ ク 協会と の共同研究成果と し て「 護岸ブロ ッ ク の平均明度測定方法（ 案） 」 が制定さ れ、以下のフ ロ ーで護岸

ブロッ ク の平均明度証明が行われる こ と と なり まし た。（ 平成２ ６ 年８ 月から 受付開始）

①使用機器

・ デジタ ルカメ ラ

・ 照度計

・ 補正板

・ 日時計

②撮影条件

・ 天候、 照度

・ 撮影時間帯

・ ブロッ ク 材齢

・ 積上方法

③撮影方法器

・ 撮影位置

・ 撮影面積

・ 光源の位置

④解析方法

・ 解析ソ フト

・ 解析方法

⑤計測結果

・ 証明書

※災害復旧箇所河川環境特性整理票（ Ａ表） の設計・ 施工チェックリ スト には【 護岸の明度６ 以下を目安】 と 表記さ れてま す。

※災害査定時及び災害成功認定時に【 明度】 の確認が必要と なり まし た。
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           　（ １ 個当たり ）

　  呼び名　 　 　   a  　   b  　   c  　   d  　   e  　    f  　  　      参考重量 
              ｍ ｍ                       ｋ ｇ  

　  天端型    9 9 5    5 0 0      6 5     2 3 5    4 7 9     3 14        10 9  

       

S AS S A ブロ ッ ク 　 Ａ 型（ 基本）

　 　 　 　            　（ １ 個当たり ）

　  呼び名　 　 　   a  　   b  　   c  　   d  　   e  　    f  　    g  　 胴込コ ンク リ ート 　   参考重量 
           ｍ ｍ          ㎥          ｋ ｇ  

 Ａ 型 ( 基本）    9 9 5    5 0 0     3 5 0      6 5     2 8 5     4 7 9   3 6 5 .4        0 .110 4        15 9  
            

S AS S A ブロ ッ ク 　 Ｂ 型（ 端部）

S AS S A ブロ ッ ク 　 天端型

　 　 　 　            　（ １ 個当たり ）

　  呼び名　 　 　   a  　   b  　   c  　   d  　   e  　    f  　    g  　 胴込コ ンク リ ート 　   参考重量 
           ｍ ｍ          ㎥          ｋ ｇ  

 B 型（ 端部）    4 9 5    5 0 0     3 5 0      6 5     2 8 5     4 7 9   3 6 5 .4  0 .0 5 5 7         7 5
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ｍ ｍ ｋ ｇ㎥

a

2 0 0 0

9 97

b

5 5 0

5 5 0

c

2 8 0

2 8 0

d

10 0

10 0

e

4 5 0

4 5 0

参考重量

4 4 9

2 2 1

f

2 17

2 17

胴込コ ンク リ ート

0 .0 7 6 4

0 .0 3 7 3

呼び名

Ｈ 5 0 0 型

Ｈ10 0 0 型

ａ

5 0 0

5 0 0

ｂ

3 0 0

3 0 0

ｃ

10 0

10 0

ｄ

4 0 0

4 0 0

ｅ

5 2 2

5 2 2

H

47 9

9 5 8

H1

ー

4 8 4

H 2

ー

474

参考質量

10 5ｋ ｇ

2 13ｋ ｇ

Ｌ・ Ｌ 1 ・ Ｌ 2

5 0 0

5 0 0

胴込コ ンク リ ート

0 .0 3 19 ㎥

0 .0 6 3 8 ㎥

S AS S A ブロ ッ ク 　 小口止め（ Ｈ5 0 0 型 /1 0 0 0 型）

S AS S A ブロ ッ ク 　 参考資料
Ｓ ＡＳ Ｓ Ａブロッ ク 壁体重量
　 　 壁体重量（ １ ㎡当たり ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 生コン：  2 .3t / ㎥

S AS S A ブロ ッ ク 重量 0.159 t×2 ヶ   0 .318 t 

胴込めコ ンク リ ート 重量 0.2 2 0 8 ㎥ ×2.3 t 0 .5 0 8t 

参考壁体重量   　 　 　 ─  0 .8 26t 

S AS S A ブロ ッ ク 　 基礎ブロ ッ ク （ Ｌ 2 0 0 0 型 /1 0 0 0 型）

（ １ 個当たり ）

　   呼び名

  Ｌ 2 0 0 0 型

  Ｌ 10 0 0 型

　 　 　 　              （ 単位： ㎜）

(L2 0 0 0 型 ,L10 0 0 型共通）

参考： コンクリ ート 積みブロック の壁体重量（ １ ㎡当たり ） は、
　 　 　 積みブロック１ 個を 44ｋｇ と する

コ ンクリ ート 積みブロック 重量 　 　 0.044t×8.3 ヶ  　   0 .365t 

胴込めコ ンクリ ート 重量 　 　 0.18 ㎥ ×2.3t 　   0 .414t 

参考壁体重量  　 　 　  　 　 　 　  ─  　   0 .779t 

よって、ＳＡＳＳＡブロック の壁体重量は、 コンクリ ート 積みブロック の
壁体重量以上の重量を有するこ と に相違ございません。

D

E E

F G

D

E

E

+ +

/

H

D

D

E E

F G

D

E

+

E

+

/
/

+
+

H

D

E

E F I
D D E

G H

5 0 0 型 1 0 0 0 型

擁
壁
類

側
溝
類

道
路
用

農
業
用

河
川
用

そ
の
他

4



①掘削及び基礎工

掘削は基礎地盤を 乱さ ないよ う に行う 。

掘削深さ は根入れ深さ ・ 基礎砕石を 考

慮して決定し ま す。  

②基礎ブロ ッ ク 据付工

ブロ ッ ク に吊り 金具を セット し 、

ク レ ーンにて水平に吊り 上げ

丁寧に据え付けま す。

③本体ブロッ ク 据付工

基礎ブロ ッ ク上に本体ブロ ッ ク を

専用吊り 金具にて設置し ま す。

基礎砕石基礎砕石

基礎ブロ ッ ク基礎ブロ ッ ク

敷モルタル敷モルタル

S AS S A ブロ ッ クS AS S A ブロ ッ ク

④胴込埋戻し 工

胴込コ ンク リ ート はブロ ッ ク 高の

2 /3 程度打設し ま す。 裏込め材

であ る 砕石栗石等は十分締固め

て積み上げま す。

胴込コ ンク リ ート胴込コ ンク リ ート

8 割程度8 割程度

⑤２ 段目・ ３ 段目

２ 段目・ ３ 段目を 積み上げる 。

埋戻し埋戻し

⑥天端処理

S AS S A 天端を異形鉄筋で溶接

固定を 行い胴込コ ン ク リ ート を

打設し 擁壁の構築を 終了し ま す。

S AS S A 天端S AS S A 天端
胴込コ ンク リ ート胴込コ ンク リ ート

異形棒鋼 D10異形棒鋼 D10

良質土良質土

10 ㎡当り

10 ㎡当り

施工方法

S AS S A ブロ ッ ク 　 小口止め据付参考歩掛

S AS S A ブロ ッ ク 　 据付参考歩掛

標準断面図

世話役

ブロ ッ ク 工

特殊作業員

普通作業員

ラ フテレ ーンク レ ーン（ 賃料）

諸雑費        ％  10  

　 　 名　 　 称  　 　 　 　 　     規　 　 格　  　 　  単　 位         数　 量 

世話役        人  0 .2 

ブロ ッ ク 工       人  0 .4  

普通作業員       人  0 .6  

ラ フテレ ーンク レ ーン（ 賃料）   16ｔ 吊  日  0 .2  

諸雑費        ％  10  

※諸雑費は、 敷モルタ ル・ 目地モルタ ルなど

　 の材料費であり 、 労務費の合計に上表の率

　 を 乗じ た金額を上限と し て計上する 。

※諸雑費は、 敷モルタ ル・ 目地モルタ ルなど

　 の材料費であり 、 労務費の合計に上表の率

　 を 乗じ た金額を上限と し て計上する 。

名　 　 称 規　 　 格

人

人

人

人

日

0.2

0.8

0 .4

0 .4

0 .416ｔ 吊

単　 位 数　 量
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施　 工　 例

球磨地域振興局
西ノ 園中里線単県道路改良（ 舗装新設）工事 

球磨地域振興局
人吉水俣線（ 線香山工区）単県道路改良工事他合併

球磨地域振興局
北目川砂防・ 安全交付金（ 通常砂防）工事
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施　 工　 例

国土交通省熊本河川国道事務所
白川沖新地区特殊堤工事

球磨地域振興局
高柱川（ 0035） 30年度発生河川災害復旧工事

相良村
平成30 年度　 村道廻谷線観音橋護岸工事
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